
2021年 3月 11日 のメッセージ「震災から電G年、ら、くしまの今とこれから』

あσ)目 から10年になります。地震、津波、原発11′故は、美しく穏やかだった私た
ちのら、るさとを一変させました。大 Lllな 人との別れや、見えない放射線との戦いがあ

りました。

避難 して仮設校舎に通学した子が成長し、戒人を迎えています。他方で、いまだ行

方イ(明のまま、心も体もふるさとに帰1lγない子→れ まヽす。こうした年月に思いを|ませ

るとき、「もう10年J とも、「まだ 10年」とく)感 じらオします。

√チさι珍  3/_~″めて ばかまιlグゴ  =東彙ガ1学校 石圏看錫 ″デジ
塚 ι〕彦を 初め●宿_~ 舅きる勇          〔石日矢費さん ″霧

私たらは原発事故による地域率:i会の分 ll、 颯評被害、差別・偏見と1_0年にわたっ

て戦ってきました。そして 2021年 、世界は目に見えないウイル●スにてよる禍 (わ ざ
わい)の中にあります。白薩:やぬくもりを奪われ、不安と慶、苦しさを感じています。
福島だけではなく、世界全体がlil難に直離:したのです。

10年前と同様に、当たり金なが当たり吉tではなくなり、本当に大事なものはf輌∫なの
か、改めて考えさせられています。

石あの″私 /_―らば、;皮
=こ
飲み遂まれτιてス々の手碁遷み取つて救 ブごと″ゞ できな

か っ/_―。建か ら今度1ま、を会から分離されゆ ζス々の手を歴 グ子彦めて、彦さなι:

亀 みんな矛ゞるっと磨分を、をスを重きる置界を票 ってιl要す。そιτ務貯身″t

そうであグ/_―ιちノ  l会津学鳳高校 芋子七海さんブ

暗闇の中から ・歩ずつ、復興の歩みを進めました。原発事故による避難指示区域は

5分(Dlに縮小され.、 通路や鉄道が覇通ヒ́、学校や病院が再lif5するllllで、避難してい

た人たt,も徐々に戻つてきました。ロボットや再生可能エネルギーの研究拠点ができ、

卜1本酒や果物をはじめとする県産品が高く評価され,、 誇つを取り戻してきました。
一方で、避難者はいまだ 3万人を超えており、11置きの傷が癒され,ず苦しむ人がいま

す。イ
=興
が進むにつれ地域差がうまれ.、 さえ)な る孤独にさいなまれている人́そぅいます。

時1鋼の経過がもたらす風化や関心の低肇があります。そして廃炉に向けた長い道のり

は始まったばかりです。 10年を経て、光と影のコン許ラストは強まつてきたグ)が奏
実です。

それ,で も復興の軌鶏ヽの「1:で J資くなおしたこと、成長できたこと、ホI∵ばオしたま卜があ4こ

とt)確かです。震災がなければ||1会わなかったデ∫々 とのご縁と協織がありました。塊t

民の皆さん、福島に心を寄せてくださる皆さんのたやまぬご尽力ご支援に、心から感

議してしヽまず.



震災から10年のいま、新 41三感染症という新たな災厄が、私たちの行く手をさえぎ
っています。復興を発信する夢の舞台として目標にしていたオ リンビックが、■:子園

が、合唱コンタールが、延期や中止となりました。

心が折れ,そ うになっても、「 Fを向いてばか りはいえ)れ,ないJ、 「できることはまだ

ある。今できることを頑張 りたい」と、何度でモ)立 ,,llが るだf者がいます。地域に新

たな千11事やイノベーションを起こそうとする事業者、風評に負 |ザ
‐
じと魚1恵を出す生産

者、復興を担おうとする移住者など、ポ1積する課題に対tて意欲的にチャレンジを続
ける方がたくさんいます。

私たち|ま、こうした挑戦者たちの誇 り請iく 誠実な姿に、希望の光を見いだします。

苦 しんでいる全世界の人たらに 1)、 この光を届けたい。

「 多 数 矛涙 ら式 震災
アθ争ま節 ″/_~なならなιち ただ、ふるさとでお正員 をガ

えられ て感無量。第一九 ま踏み麟きたノ 1双葉町初嚢神社言
「

~7 
気食洋尚 さんノ

「また海で遊べたらJ、 「うちの畑で野菜が採れたらJ、 「また家族が 一緒に暮 らせた

|)J、 「ふるさとで友と会えただ)Jな ど、お午寄りから子どもた
｀
キ)ま で、それぞれに多

様なる復興のかたちがあります。三いに支え合い、未来に向 |すて「:|ら歩みを進め、喜

びや幸せをかみじめていくことこそ、私たちが目指 したい復興です。

「 デ聟
_~一度と言われ /_―大震災 どルの事故 を乗 グ芝えよ うとι τιlる務 /_― ちの心

ば、とでも整ι〕なヂですしさら/_~、 着界/_~″、今でる務 /_―ろのごとを応援 ιτζ

れ てι:るス運霧セlます。そのス達
=こ
感謝の気″ろを倉える/_―め/_~る 、私 /_― ろな磨

分″ ごとを努慮ι凛 〕ζのでチ。ノ  ″ :高中学校 錯 爆〃 妻爾紗織 さんブ

東 |1本大震災 。原子力災害伝承館が難館 しました。震災を知らない新たな世代に、

災害げ)事実と復興の軌跡を伝えていきましょう。そ して、過去を伝えるのみではあり

ません、懸島の今とこれからを語つていこうで |まありませんか。

私たた)|ま未来に時]けて、次の 10411に踏みと[:し ます。ここに、うつぐしいら、るさと

を取 り戻し、ム号力と笑顔あふれる込、くしまを築いていくことを、改めて誓います。こ

れから生まれくる子どもたちにとって ()誇 りに思える福島を、とモ)に倉Jり 上げていき

ましょう.
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